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国の認知症施策推進基本計画を踏まえた、 

市の事業における認知症のある人の本人参加について 

 

１ 国の認知症施策推進基本計画の概要 

※「新しい認知症観」とは認知症になったら何もできなくなるのではなく、認知症になってからも、一

人一人が個人としてできること・やりたいことがあり、住み慣れた地域で仲間等とつながりながら、希

望を持って自分らしく暮らし続けることができるという考え方である。 

 

２ 認知症のある人の本人参加について 

武蔵野市認知症施策推進計画の策定を見据え「認知症の人の声を起点とし、認知症の人の

視点に立って、認知症の人や家族等と共に推進する」にあたり、市が実施している事業にお

いて認知症のある人の声を聴くために認知症のある人の本人参加が重要と考えている。 

【実施事業例】 

(1)認知症カフェ 

認知症のある人とその家族、地域の人など誰でも気軽に集える場所として、認知症サポー

ターステップアップ講座修了者が認知症カフェの運営を実施。 

(2)いきいきガーデンサポーター 

地域の高齢者のフレイル予防及び認知症のある方の社会参加の機会として、市役所正面玄

関のゴーヤへの水やりとラジオ体操を実施。夏季期間終了後はプランターに花を植え、育て

ている。 
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３ 意見交換 

 それぞれの立場で、ご自由にどのような内容の事業であれば認知症のある人が参加しやす

くなるかご意見をいただきたい。 

 

 

 

 

 

 

例） 

・どのような内容であれば認知症がある人が興味を持って参加してくれるか。 

・認知症のある人の家族が参加しやすければ、本人が家族と一緒に参加してくれるのではないか。 

・認知症のある人同士が悩みを共有し、話し合えるピアサポートがあれば相談しやすいのではな

いか。 

・認知症のある人が集い、本人同士が自らの体験や必要としていることを語り合える本人ミー

ティングの場があると参加しやすいのではないか。 

 


